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ポ
キ
ン
と

一
週
間
。
自

分
で
自
分
に

休
暇
を
と

る
。
一
直
線

に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
。十

八
年
振

り
に
タ
イ
ム
ス

Ｏ
三
両
三
少
三
弓
西
両
三
○
元
Ｆ
ロ

り
に
タ
イ
ム
ス
・
ス
ク
ェ
ア
の
ネ
オ
ン
が
浴
び
た
く
な
っ
て
。

来
て
見
て
ガ
ッ
か
り
。
そ
の
汚
い
こ
と
。
く
た
び
れ
て
い
る
こ

と
。
通
行
人
の
人
相
が
ガ
ラ
リ
変
っ
て
貧
相
な
こ
と
。
ベ
ト
ナ
ム

の
罰
だ
よ
。

「
あ
ん
た
、
い
つ
、
来
や
は
っ
た
ん
」
ス
タ
ト
ラ
・
ヒ
ル
ト
ン

の
ロ
ビ
イ
で
日
本
語
。
振
り
返
る
と
十
人
く
ら
い
の
オ
ッ
サ
ン
の

一
団
。
農
協
か
し
ら
。
聞
く
と
奈
良
か
ら
来
ま
し
て
ん
。
ど
こ
か

エ
エ
と
こ
教
え
て
欲
し
い
ワ
。

よ
く
朝
、
食
堂
に
ゆ
く
と
、
上
品
な
奥
さ
ん
が
八
人
、
私
の
方

ば
っ
か
り
眺
め
、
と
う
と
う
一
人
が
立
ち
上
っ
て
「
あ
の
う
、
淀

川
さ
ん
で
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
わ
ね
え
」
こ
れ
も
東
京
と
横
浜

の
奥
サ
ン
た
ち
。
な
ん
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
Ｒ
木
語
ば
っ
か
り
。

に
ち
げ
き

さ
て
ア
メ
リ
カ
の
日
劇
、
ラ
ジ
オ
・
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
ホ
ー
ル
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
ソ
オ
主
演
、
ア
ー
サ
ー
・
ヒ

ラ
ー
監
督
（
あ
る
愛
の
詩
）
、
一
一
イ
ル
・
サ
イ
モ
ン
原
作
舞
台
劇

映
画
化
「
プ
ラ
ザ
・
ス
イ
ー
ト
」
。
見
て
こ
ま
せ
・

八
ｎ
ｘ
Ｕ
ｖ

ち
ょ
っ
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

淀
川
長
治

二
階
ロ
ビ

イ
で
十
八
年

前
と
同
じ
質

問
を
し
て
み

た
。
〃
二
階

融
舟
邑

席
は
煙
草
、

喫
え
ま
す

か
″
返
事
は

〃
０
．
Ｋ
〃
。
十
八
年
前
は
〃
ハ
イ
、
ど
－
ぞ
、
御
自
由
に
お
喫

い
く
だ
さ
い
ま
せ
〃
。

「
プ
ラ
ザ
・
ス
イ
ー
ト
」
。
意
味
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
プ
ラ
ザ

・
ホ
テ
ル
の
部
屋
つ
づ
き
の
特
別
室
。

マ
ッ
ソ
オ
三
役
。
第
一
話
。
結
婚
し
て
二
十
三
年
、
ウ
バ
ザ
ク

ラ
も
い
い
と
こ
の
妻
君
（
モ
ー
リ
ス
・
ス
タ
プ
ル
ト
ン
）
も
一
度

新
婚
気
分
と
そ
の
と
き
の
部
屋
を
旦
那
に
内
緒
で
予
約
。
旦
那
を

呼
ぶ
。
ア
ナ
タ
ァ
、
こ
の
部
屋
、
お
ぼ
え
て
ら
っ
し
や
る
わ
ね

え
。
ハ
ー
ー
ィ
・
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
。
と
こ
ろ
が
亭
主
、
ア
ホ
く
さ

が
っ
て
諺
女
秘
書
を
こ
こ
ま
で
呼
ん
で
会
社
の
仕
事
。
二
人
は
つ
い

に
喧
嘩
別
れ
。
そ
の
と
き
妻
君
注
文
の
シ
ャ
ン
パ
ン
が
と
ど
く
。

二
話
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
来
る
。
会
議

ま
で
に
三
時
間
の
ひ
ま
が
あ
る
。
知
る
限
り
の
女
に
電
話
。
ぜ
ん

ぶ
ヒ
ヂ
鉄
砲
。
つ
い
に
高
校
時
代
の
同
級
生
に
電
話
。
彼
女
（
バ

ー
バ
ラ
・
ハ
リ
ス
）
相
手
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
の
で
、
ひ
っ
か

け
る
つ
も
り
で
や
っ
て
来
る
。
そ
の
く
せ
彼
が
迫
る
と
、
あ
た
し

１
２４
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プラザスウィート第３話

の
主
人
キ
ビ
シ
イ
の
。
ヒ
ザ
を
さ
わ
ら
れ
る
と
、
私
三
人
の
子
の

母
な
の
よ
。
そ
の
く
せ
互
い
に
Ⅱ
的
は
ベ
ッ
ド
。
狐
と
狸
の
カ
ッ

ポ
レ
別
り
。

三
話
。
結
婚
式
に
花
嫁
た
る
娘
が
部
屋
に
鍵
か
け
出
て
こ
な

い
。
親
父
は
く
た
く
た
。
母
親
（
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
）
も
泣
き
ベ

ソ
。
あ
ん
ま
り
こ
の
両
親
あ
せ
っ
て
晴
れ
着
も
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
。

つ
い
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
花
附
を
呼
ぶ
。
こ
れ
が
妙
な
少
年
み
た
い
な
青

年
の
捜
髪
族
。
来
る
な
り
扉
を
蹴
っ
て
〃
お
い
、
の
ぼ
せ
る
な
″

そ
の
一
言
で
サ
ッ
と
扉
ひ
ら
い
て
花
嫁
と
び
出
し
、
二
人
は
ホ
テ

ル
前
の
用
意
の
ロ
ー
ル
ス
・
ロ
ィ
ス
に
は
ｕ
も
く
れ
な
い
て
か

、
、
、
、

た
わ
ら
の
オ
ー
ト
・
パ
イ
に
あ
い
乗
り
で
ス
ー
ツ
。

そ
の
映
画
館
の
客
の
笑
う
こ
と
。
中
年
男
女
の
そ
の
客
が
、
い

か
に
も
楽
し
げ
。
大
人
が
映
而
を
兇
に
行
く
一
三
Ｉ
ヨ
ー
ク
が
羨

ま
し
い
。

タ
イ
ム
ス
・
ス
ク
ェ
ア
は
汚
い
が
、
さ
す
が
マ
ジ
ソ
ン
や
ヒ
フ

ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ー
は
御
立
派
。
オ
ジ
様
族
が
み
ん
な
カ
ラ
ー
・
ワ

、
、
、
、

イ
シ
ャ
ッ
。
ネ
ク
タ
イ
の
幅
の
広
さ
大
き
さ
。
ダ
シ
こ
ぶ
み
た

い
。
私
な
ど
が
首
に
し
め
る
と
前
だ
れ
。
ポ
ン
ー
ー
ッ
ト
、
テ
ー
ラ

ー
の
姉
人
衣
服
店
の
美
し
さ
。

ザ
ロ
ク
ラ
ウ
ン
ズ

フ
ェ
リ
ー
ニ
の
新
作
「
道
化
師
」
の
初
日
。
五
十
七
番
街
の
リ

ン
カ
ン
・
ア
ー
ト
劇
場
に
馳
け
つ
け
る
。
そ
の
ロ
ビ
イ
の
き
れ
い

こ
と
。
紫
と
黒
と
金
。
す
べ
て
ロ
コ
コ
ふ
う
。
客
筋
も
立
派
。
最

高
級
の
ヘ
ア
・
ド
レ
ッ
サ
ア
に
仕
上
げ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
ヒ
ッ

ピ
ー
長
髪
。

プラザスウィート第２鰭

映
画
は
、
か
っ
て
の
有
名
左
道
化
師
た
ち
の
今
は
老
い
た
姿
を

キ
ャ
メ
ラ
で
訪
ね
る
半
ば
記
録
映
画
。
職
督
自
身
も
画
面
に
現
わ

れ
る
。
あ
り
し
日
の
サ
ー
カ
ス
の
そ
の
ク
ラ
ウ
ン
た
ち
の
名
人
芸

を
偲
び
、
フ
ェ
リ
ー
ニ
得
意
の
色
彩
美
術
で
そ
れ
を
紹
介
。
ニ
ノ

・
ロ
ー
ダ
の
音
楽
が
ク
ラ
ウ
ン
の
哀
感
を
雛
り
上
げ
る
。
涙
が
出

た
。リ

ポ
リ
で
ダ
ス
テ
ィ
ン
“
ホ
フ
マ
ン
、
フ
ェ
イ
・
ダ
ナ
ウ
ェ
イ
の

リ
ト
ル
・
ピ
ッ
グ
マ
ン

「
小
さ
な
匝
人
」
を
見
る
。
客
筋
は
若
い
。
監
督
は
ア
ー
サ
ー
。

ペ
ン
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
さ
ら
わ
れ
た
少
年
が
百
二
十
一
歳
ま
で

生
き
の
び
た
実
話
映
画
化
。
十
六
歳
で
白
人
騎
兵
隊
に
救
わ
れ
て

牧
師
夫
婦
に
ひ
き
と
ら
れ
る
。
そ
の
牧
師
夫
人
（
ダ
ナ
ウ
ェ
イ
）

に
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
う
。
こ
の
夫
入
す
こ
し
色
っ
ぽ
く
、
妙
な

と
こ
ま
で
さ
わ
ら
れ
そ
う
で
困
る
顔
が
面
白
い
。
カ
ス
タ
ー
将
軍

も
出
る
。
ワ
イ
ル
ド
・
ビ
ル
・
ヒ
マ
ッ
ク
も
出
る
。
つ
い
で
に
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
ホ
モ
兄
さ
ん
も
あ
で
や
か
に
ニ
ッ
コ
リ
出
た
の
に

は
ビ
ッ
ク
リ
。

ウ
ィ
ン
タ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
劇
場
で
ア
レ
キ
シ
ス
・
ス
ミ
ス
、
イ

ヴ
ォ
ン
ヌ
・
テ
・
カ
ー
ロ
、
フ
ィ
フ
ィ
・
ド
ー
シ
ィ
の
「
フ
ォ
ー

リ
ー
ズ
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
群
台
を
見
る
。
も
う
「
カ
ル
カ
ッ

タ
」
も
「
ヘ
ア
」
も
時
代
遅
れ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
裸
を
卒
業
し

て
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
本
物
の
芸
人
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
に
全
身

を
染
め
て
い
た
。

小さな巨人

’
2５

灘蕊
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ん
た
ち
六
人
が
入
賞
し
、
サ
ン

ト
リ
ー
の
佐
治
敬
三
社
長
か
ら

ご
ぼ
う
び
が
贈
ら
れ
た
。

一q r

大
阪
の
夜
の
地
図
を
ぬ
り
か

え
た
と
い
う
大
和
実
業
チ
ェ
ー

ン
経
営
の
グ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｕ
Ｂ

が
、
七
月
二
日
阪
急
三
宮
西
口

前
三
宮
コ
ト
プ
キ
ピ
ル
地
階

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
・
五
七
六
二
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
内
は
円

形
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ス
チ
ュ
ア
ー

デ
ス
ス
タ
イ
ル
の
女
の
子
が
サ

☆
宮
水
コ
ー
ヒ
ー
の

〃
に
し
む
ら
″
が
拡
張

中
山
手
通
一
丁
目
の
〃
に
し

む
ら
伽
排
店
″
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
二

’
一
八
七
二
・
三
三
’
九
五
二

四
）
が
、
七
月
一
七
日
、
隣
接

し
て
い
た
華
僑
信
用
金
庫
あ
と

（
約
四
十
坪
）
を
拡
張
オ
ー
プ

ン
し
た
。

モ
チ
ロ
ン
、
従
来
通
り
の
イ

メ
ー
ジ
だ
が
、
新
し
い
店
の
方

に
は
前
面
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
焔

煎
室
が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
で
、

コ
ー
ヒ
ー
の
煎
り
あ
げ
る
工
程

を
眺
め
な
が
ら
宮
水
コ
ー
ヒ
ー

を
楽
し
む
と
い
う
も
の
。

営
業
時
間
は
午
前
八
時
三
○

分
←
午
後
一
時
迄
と
の
び
て
午

後
十
一
時
か
ら
は
、
の
み
も
の

に
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
が
つ
く
と

い
う
新
し
い
セ
ッ
ト
の
メ
ニ
ュ

ー
が
つ
い
て
い
る
。
席
は
ち
ょ

う
ど
倍
の
一
二
○
席
。

菊
正
宗
酒
造
の
宮
水
を
今
も

く
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ヒ
ー
の

味
。
拡
張
に
さ
い
し
て
も
コ
ー

ヒ
ー
一
本
で
勝
負
す
る
女
主
人

川
瀬
さ
ん
。
そ
の
心
意
気
や
、

さ
す
が
神
戸
っ
子
。

江
つ
す
が
た
じ
ゆ
ん
な
ま
の
み
く
ら
べ
の
え
ん

☆
夏
姿
純
生
飲
一
班
宴

毎
夏
恒
例
の
花
隈
「
松
の
家
」

で
開
か
れ
る
サ
ン
ト
リ
ー
主
催

の
〃
純
生
飲
競
べ
〃
の
宴
が
七

月
二
日
午
後
六
時
よ
り
開
か
れ

た
。
当
夜
は
、
花
隈
の
日
頃
腕

を
み
が
い
た
芸
妓
た
ち
が
、
大

ジ
ョ
ッ
キ
を
片
手
に
の
み
く
ら

べ
Ｏ今

夏
は
特
に
お
座
敷
姿
で
な

く
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
シ
ャ
ッ
ル

ッ
ク
に
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
と
い
う

ス
ポ
ー
テ
ィ
な
ス
タ
イ
ル
で
ヨ

ー
イ
ド
ン
ノ
．
優
勝
は
、
歌
梅
さ

ん
、
連
続
入
賞
の
鈴
丸
さ
ん
に

は
特
別
賞
が
出
た
り
、
他
、
福

若
、
福
蝶
、
起
久
英
、
菊
野
さ

’
2８

鵜

大
学
生
の
井
上
則
吉
君
を

中
心
に
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
が

っ
ち
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組

み
、
細
か
い
心
づ
か
い
が
店

の
す
み
ず
み
ま
で
い
き
と
ど

い
て
い
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
こ
の
店
の
人
気
の
秘
密
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
周
年
を
記
念
し
て
蕊
店

内
も
改
装
さ
れ
、
ボ
ッ
ク
ス

席
に
か
わ
い
ら
し
い
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
も
つ
い
た
。

蕊
きれいどころがミニでのみ競べ

☆
グ
ラ
ン
ド
パ
ブ
が

神
戸
登
場

ド
リ
ン
キ
ン
グ

ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子

－
ビ
ス
係
。

カ
ス
タ
ム
一
五
・
○
円
、
角
二
○

○
円
、
オ
ー
ル
ド
二
五
○
円
、

チ
ー
ズ
ク
ラ
ッ
カ
ー
二
○
○

円
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
二
○
○
円
と

依
段
も
明
記
さ
れ
て
い
て
若
も

の
に
は
そ
れ
が
人
気
。
ボ
ト
ル

料
金
も
カ
ス
タ
ム
ニ
、
二
○
○

円
、
角
二
、
九
○
○
円
、
オ
ー

ル
ド
三
、
八
○
○
円
と
ぐ
っ
と

安
く
、
神
戸
の
ス
マ
ー
ト
ヶ
チ

紳
士
に
は
ぴ
っ
た
り
と
い
う
と

こ
ろ
か
。

神戸にオープンした
グランドパプ

神
一
戸
う
ま
い
も
ん
と

生
田
新
道
相
互
タ
ク
シ
ー
向
い

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
８
７
０
８

「
ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
」
と

い
う
か
わ
い
ら
し
い
名
前
の

ス
ナ
ッ
ク
が
生
田
新
道
相
互

タ
ク
シ
ー
向
い
に
誕
生
し
て

も
う
二
年
。
こ
ざ
っ
ぱ
り
と

し
た
店
内
に
バ
ー
テ
ン
さ
ん

た
ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
若

さ
が
あ
ふ
れ
、
実
に
気
持
ち

よ
く
飲
め
る
、
と
は
あ
る
常

連
フ
ァ
ン
の
評
。
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濡れずいたまず縮まない

最新式カーペットクリーニング／

存知ですか？
時間で、汚れたカーペットを新品同様に仕上げる
新式自動カーペットクリーニング機が神戸にお目
しました。どこでもすぐに出張クリーニングを
, 。ます。ぜひ一度ご利用になったら？

、/"ｷｱドバﾝｽ母_ビス
市葺合区上筒井５－２０

＞望(078)23-6450夜間専用ＴＥＬ(078)33-9391

驚鍵轄驚蝋織：語甲再品田宅

患。：鍵蕊騨‘
画ｳ ﾛ 叩牟 D ~ 甲■■＝ロー■
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４
階
に
、
数
寄
屋
風
の
白
木
造

り
で
お
可
川
分
店
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。古

い
日
本
料
理
を
ほ
り
お
こ

し
た
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
は
天
蛙

羅
定
食
・
に
し
ん
の
都
定
食
・

長
崎
料
理
か
ら
角
煮
定
食
・
鮎

の
田
楽
定
食
（
８
０
０
円
）
等

色
ど
り
も
美
し
い
手
の
込
ん
だ

お
料
理
。
そ
の
ほ
か
お
茶
の
時

間
に
卯
の
花
ず
し
２
５
０
円
、

冷
し
鯛
め
ん
７
０
０
円
等
々
と

っ
て
も
お
い
し
そ
う
。

コトプキピルのオープン

１
３

☆
コ
ト
プ
キ
三
宮
ピ
ル

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
菓
子
の
寿
本
舗
が
お
菓
子

の
コ
ト
ブ
キ
と
社
名
を
変
更
、

そ
れ
と
同
時
に
コ
ト
プ
キ
三
宮

ビ
ル
が
新
装
オ
ー
プ
ン
。

去
る
七
月
三
日
、
三
保
敬
太

郎
氏
の
司
会
で
詩
人
の
竹
中
郁

さ
ん
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入

れ
て
の
除
幕
式
。
歌
手
の
高
田

恭
子
、
高
石
友
也
、
ス
ク
ー
ル

メ
イ
ッ
、
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク

ス
を
迎
え
て
の
ラ
ジ
オ
関
西
公

開
録
音
や
Ｅ
・
Ｈ
エ
リ
ッ
ク
を

一
日
店
長
に
迎
え
る
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
っ
た
。

蕊
;識識
蕊鐙

☆
お
可
川
分
店
の
日
本
料
理

７
凡
１
Ⅱ
、
コ
ト
ブ
キ
ビ
ル
の

鰯
擬
議
蕊
謹
織

☆
六
甲
を
背
に
、

か
っ
こ
よ
く
泳
ご
う

六
叩
山
の
ふ
も
と
、
高
台
に

あ
る
六
甲
ガ
ー
デ
ン
プ
ー
ル
は

か
っ
こ
良
い
若
者
達
の
夏
の
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
人
気
が

あ
る
。

鍵…爵 神戸百店会
だより

ｂ
ｕ
ｂ
０
０

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
元
町
二
丁
目
、
お
菓
子
の
ア
ル
モ
ン

ド
肥
、
五
月
末
か
ら
喫
茶
部
が
で
き
て

い
ま
す
。
店
内
の
一
隅
に
す
が
す
が
し

い
木
目
の
壁
、
赤
と
紺
の
椅
子
が
か
わ

い
い
や
す
ら
ぎ
の
コ
ー
ナ
ー
。
メ
ニ
ュ

ー
は
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
一
○
○
円
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
ピ

ラ
フ
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
三
色
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
一
五
○
円
。
夏
バ
テ
に
は
卯

と
レ
モ
ン
の
エ
ッ
グ
レ
モ
ネ
ー
ド
が
効

き
そ
う
。
自
家
製
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
て

も
い
い
し
ネ
。

☆
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
神
戸
宝
石
が
改
築
中

９
月
半
ば
の
新
店
舗
完
成
ま
で
、
旧
店

舗
北
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
（
パ

ン
屋
）
３
酸
で
平
常
ど
お
り
営
業
を
続

け
ま
す
。
新
住
所
／
生
田
区
下
山
手
通

二
丁
目
三
十
六
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ベ
ー
カ

リ
Ｉ
・
ピ
ル
３
Ｆ

☆
元
町
２
丁
目
、
宝
飾
の
タ
ジ
マ
が
７

月
孤
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
夏
休
み
に

入
り
ま
す
。

☆
元
町
１
丁
目
、
紳
士
服
飾
の
ウ
ネ
が

８
月
い
っ
ぱ
い
、
礼
服
の
オ
ー
ダ
ー
の

特
別
奉
仕
な
し
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
に
い
か
が
。

☆
六
甲
山
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
は

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
百

万
卵
の
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
の
野
外
で

の
食
事
は
す
て
き
で
す
。
前
采
や
お
茶

演
・
フ
ル
ー
ツ
付
で
二
千
円
、
二
千
五

百
円
、
三
千
円
。
十
二
時
か
ら
八
時
三

○
分
ま
で
。
土
・
日
は
予
約
し
た
方
が

い
い
。
団
体
は
予
算
に
合
わ
せ
て
相
談

に
応
じ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
庭
の
池
の
端
で
、
今
年
か
ら
ハ

ワ
イ
ア
ン
料
理
を
始
め
、
定
食
二
千
五

百
円
。
他
に
ア
ラ
カ
ル
ト
も
あ
る
。
牛

肉
の
や
し
の
実
焼
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
。

焼
バ
ナ
ナ
な
ど
趣
向
を
変
え
た
料
理
。

二
○
人
位
集
ま
れ
ば
貸
切
の
パ
ー
テ
ィ

も
で
き
ま
す
ョ
・

ワ
ゴ
ン
ロ
サ
ｉ
ビ
ス
で
、
ド
リ
ン
ク

も
好
み
に
合
わ
せ
て
Ｏ
Ｋ
。

、

六甲ガーデンブ繰一ル

二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
競
泳
プ

ー
ル
に
子
供
プ
ー
ル
が
併
設
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
、
ス
ナ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
や
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
が
あ
り
、
上
品
な
ム
ー
ド
で

一
日
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

７
月
１
日
’
８
月
瓢
日
皿
時
１
７
時
ま

で
、
大
人
８
０
０
円
、
子
供
３
０
０
円
士

・
日
大
人
１
０
０
０
円
、
子
供
４
０
０
円

阪
急
六
甲
よ
り
錨
番
の
パ
ス
で
神
戸
大
学

教
育
学
部
前
下
車
Ｔ
Ｅ
Ｌ
師
・
１
８
４
８

お可川分店々長の岡川伸夫さん

☆
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
好
評

６
月
妬
・
妬
の
両
日
、
明
治

生
命
ビ
ル
狸
Ｆ
大
ホ
ー
ル
で
、

神
戸
の
名
店
９
店
で
椛
成
さ
れ

る
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
神
戸
、

恒
例
の
「
サ
マ
ー
パ
ザ
ー
ル
」

が
開
か
れ
た
。

み
よ
し
や
の
呉
服
地
、
オ
カ

ダ
の
パ
ラ
ソ
ル
・
雨
傘
・
レ
イ

ン
コ
ー
ト
・
タ
ジ
マ
の
指
輪
・

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ヱ
ス
タ
ー
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
舶
来
服
地
・
プ
レ
タ

元
町
バ
ザ
ー
の
輸
入
ネ
ク
タ

イ
、
靴
下
、
渡
辺
の
紳
士
服

地
、
シ
ラ
サ
の
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
、
ス
ギ
ヤ
の
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

・
婦
人
服
ヨ
シ
オ
カ
の
婦
人
靴

な
ど
半
額
奉
仕
も
あ
り
、
十
時

の
開
場
に
息
も
つ
ま
る
ほ
ど
の

盛
況
。次

の
開
催
は
十
二
月
。
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連
動
あ
り
が
と
う

本
運
動
運
営
委
員
会
顧
問
の
桧
前
敏

彦
氏
の
著
替
で
、
木
運
動
徳
山
友
の
会

で
橘
姫
発
行
し
ま
し
た
。

「
糖
神
薄
弱
者
対
策
の

☆
兵
庫
っ
子
の
待
望

兵
庫
駅
前
ビ
ル
着
工

神
戸
市
の
都
市
計
間
に
よ
っ

て
、
山
陽
砥
車
の
兵
庫
駅
が
あ

っ
た
場
所
（
六
七
四
八
．
一
六
平

米
）
に
、
昭
和
四
十
八
年
九
月

未
完
成
を
め
ざ
し
て
、
地
上
二

○
階
地
下
一
階
二
種
の
「
兵
庫

駅
前
ビ
ル
」
の
建
設
起
工
式
が

七
月
二
十
八
口
に
行
わ
れ
た
。

一
階
’
三
階
迄
は
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
で
、
体
育
館
、
音
楽

教
塗
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
店
舗
、

ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
駐
車
場
な
ど

が
入
り
、
そ
の
上
は
す
べ
て
住

宅
。
兵
庫
の
柳
原
、
オ
タ
ビ
筋

の
古
い
商
家
が
多
い
と
こ
ろ
だ

け
に
、
新
し
い
兵
庫
駅
前
ビ
ル

は
待
望
の
核
と
な
ろ
う
。

Ａ
五
版
約
三
十
ペ
ー
ジ

兵庫駅前ピル完成図

罰一〆雲一身潟溌綱雛灘I 婚蝿鳴懸講
・徴れ広而でで生主た美大兄を展んか☆

洪勝裟識溌隷懲
蕊識; 識…謙…鋤評‘雛潅灘輔蕊

☆
何
か
世
の
中
に
い
い
た
い
人

は
蛸
の
壷
に
集
ま
れ
ノ
．

鯉
川
筋
東
の
「
蛸
の
壷
」
（
調

・
１
０
３
３
）
の
峻
而
に
落
書

雌
が
誕
生
。
旧
店
の
催
は
落
普

で
人
気
を
呼
ん
だ
が
画
家
の
中

西
勝
さ
ん
の
提
案
で
再
現
。
武

蔵
野
美
大
卒
業
後
イ
タ
リ
ア
で

フ
レ
ス
コ
画
の
修
業
を
し
た
杉

浦
さ
ん
お
能
の
謡
本
を
は
り
つ

め
た
壁
の
上
、
赤
い
蛸
が
師
り
、

中
西
さ
ん
の
モ
ロ
ッ
コ
み
や
げ

の
カ
ル
タ
が
か
け
ら
れ
、
珍
紬

歓
迎
、
粗
品
進
呈
と
。
ほ
か
「
ア

ル
バ
イ
ト
求
む
」
「
当
方
四
○

歳
の
日
本
男
児
、
嫁
さ
ん
求
む
」

や
津
高
和
一
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の

蛸
の
壷
の
包
装
紙
、
一
枚
二
百

円
で
売
り
ま
す
な
ど
ペ
タ
ペ
タ

ペ
タ
。誰

で
も
何
で
も
い
い
た
い
こ

と
を
ど
う
ぞ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
イ
ト
板
な
の
だ
。

☆
泣
い
て
る
海
を

き
れ
い
に
し
よ
う

海
の
記
念
日
を
前
に
七
月
四

、
午
後
一
時
三
○
分
か
ら
、
大

丸
神
戸
店
前
、
オ
ァ
シ
ス
ロ
ー

ド
で
「
海
を
き
れ
い
に
す
る
運

動
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
第
五

管
区
海
上
保
淡
部
主
催
に
よ
る

「
海
を
う
た
う
」
を
テ
ー
マ
に
兵

庫
県
警
音
楽
隊
が
「
い
か
り
を

あ
げ
て
」
を
は
じ
め
海
の
歌
を

ご
披
蹄
。
神
戸
海
洋
少
年
団
の

子
供
た
ち
と
、
ク
イ
ー
ン
神
戸

が
通
行
人
に
風
船
や
マ
ッ
チ
を

把
り
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
た
。
き
れ

い
な
海
を
愛
す
る
心
が
あ
る
な

ら
ば
、
せ
め
て
ゴ
ミ
な
り
と
も

海
へ
放
り
こ
ま
ぬ
こ
と
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
手
が
け
て
は
。

’
3２

基
本
的
な
考
え
か
た
」

き
基
本
的
な
理
念
は
よ
う
や
く
か
た
主

庭
ぐ
る
み
、
生
涯
対
派
。
五
、
総
合
対

鞭
ｌ
専
門
分
化
と
協
仙
。
結
語
Ｉ
粉
薄

対
流
の
国
民
的
実
相
。
と
な
っ
て
い
ま

す
。諜

者
は
、
序
文
の
中
で
「
精
神
薄
弱

者
対
鞭
は
世
界
的
に
ま
だ
流
動
の
過
程

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
輔
薄
者
処
遇

の
方
法
や
原
則
の
根
本
に
そ
な
え
る
べ

防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
飯
。
四
、
家

貝
と
し
て
受
け
い
れ
る
。
三
、
発
生
予

額
価
五
十
円
送
料
三
十
五
円

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
蹄
合
区
御
幸
皿
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
前

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
八
一
六
一
内
線
二
五
八

振
替
口
座
神
戸
一
二
邸
五
九
希

誕
生
日

六
八
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
椛
利
宣
言
で

す
。
そ
の
世
界
的
な
方
向
を
こ
の
小
磯

で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

福
祉
関
係
者
の
一
読
を
お
す
す
め
い

っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

た
し
ま
す
。

一
、
人
と
し
て
聯
ぷ
。
二
、
社
会
の
戒

内
容
は

申
込
み
は
本
迎
動
本
部
ま
で

そ
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
一
九
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欧作ないこ催た日腿れ☆
米家絵広うので絵・元〃る侮世若

羅灘噸M 雛議
が３５画を近子力光善年姥り作に

鎌 溌蕊鰯
れで外る肺象れのかｌ原開
ては人･ かとる共れ２６i l l I i か

れ
る
セ
ッ
ク
ス
の
洪
水
に
憤

れ
、
そ
れ
に
マ
ヒ
し
き
っ
た
若

者
に
は
通
じ
な
か
っ
た
様
だ
っ

た
。
だ
れ
も
顔
を
し
か
め
た
り

は
し
な
か
っ
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
き

こ
え
て
き
た
。

「
聞
き
手
を
シ
ラ
け
た
気
持

に
さ
せ
、
彼
ら
の
ギ
マ
ン
性
を

あ
ば
く
の
が
ボ
ク
の
ね
ら
い
だ

っ
た
の
に
」
と
彼
は
言
う
。

’
3３

☆
当
世
春
歌
興
行

（
こ
ん
て
ん
ぽ
ら
り
い
・
せ
つ

く
す
の
う
た
こ
ん
さ
あ
と
）

こ
ん
な
奇
妙
な
題
名
の
フ
ォ

ー
ク
集
会
が
去
る
六
月
一
十
六

、
、
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
館
で
開

か
れ
た
。
演
ず
る
の
は
京
都
の

大
学
生
で
、
一
三
１
フ
ォ
ー
ク

歌
手
の
古
川
豪
君
（
二
一
）
。
集

っ
た
ヒ
ッ
ピ
ー
風
の
若
者
や
大

学
生
、
高
校
雄
な
ど
約
三
十
人

を
前
に
か
な
り
き
わ
ど
い
セ
リ

フ
の
森
歌
を
次
々
と
砿
い
あ
げ

た
そ
の
間
、
い
や
ら
し
い
春
歌

を
歌
う
彼
と
、
と
り
す
ま
し
た

聞
き
手
と
の
間
に
生
じ
る
蒋

差
、
そ
れ
が
大
き
く
な
れ
ば
た

る
ほ
ど
座
は
シ
ラ
け
る
し
彼
は

み
じ
め
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
週
刊
誌
や
映
画
に
あ
ふ きれいな海にとl 』Ｒ

識

美
術

ガ
イ
ド

‘‘谷内こうた、’のｒ画の朝」より

１

＆

古川詞の審歌菰婆

ユ

鍵

☆ ★☆☆☆★☆
西長山武日三西大山 ･ 宵大御Ｋ四Ｋ藤新前ア高油安皆長高吉そ
田浜本内本菱洋虹凪虹丸影ＣＫＣ洋光川力市絵田川尾原岡ご
喜律滴利匝 i ホ名会無会画工Ｃ写Ｃ次ギ尭デ搭染画千和輪一う
代子一平とＩ画日文日廓業教典ギ郎ヤ宅ミ子色廓忠油幸油６
子造力７写ム複本老木高室展ヤ・ラ油Ｉ染五子繕竹絵階
造花ラ／其ギ製画師画校作７ラ神リ絵ギ色人、個芸個画
花展Ｉ２９展ヤ画展坐展写品／リ歩Ｉ作ヤ作展木展展展廓

& 鍵鑑影, １７猟概癒; 嬢！’灘獅撫灘撫
１１１３平ｌＩＩｌｌｌ／ｌ展１１１１個１１１
８８８正８８８８９８６８８９８９展８８８
／／／義／／／／／／／／／／／／／／
2 ４１７１０と２９２２１５８２２６１３１５５８１２５１８１１

い
た
が
、
蒋
内
こ
う
た
の
「
夏

の
あ
さ
」
は
ｎ
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
腿
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

賞
を
受
賞
し
、
何
ケ
倒
語
に
翻

訳
さ
れ
る
な
ど
日
本
の
絵
本
も

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た

第
二
作
「
あ
の
音
な
ん
だ
」

も
、
い
ろ
い
ろ
を
身
に
つ
い
た

も
の
を
振
り
お
と
し
、
元
の
も

の
に
．
法
っ
た
素
朴
な
詩
情
が
あ

る
。領

女
心
と
は
？
服
部
正
著

「
女
性
心
理
学
」
好
評
ノ
．

現
代
ほ
ど
人
間
が
生
存
の
意

味
を
問
わ
れ
て
い
る
時
代
は
な

い
。
生
き
が
い
論
が
か
っ
て
た

か
っ
た
ほ
ど
盛
ん
に
論
じ
ら
れ

生
き
る
こ
と
の
意
味
が
執
鋤
に

問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
。

先
頃
朝
倉
淵
店
か
ら
出
版
さ

れ
た
「
女
性
心
理
学
」
（
服
部

正
符
、
九
五
○
円
）
は
変
動
し

つ
つ
あ
為
社
会
の
巾
で
女
性
の

生
き
が
い
に
焦
点
を
あ
て
、
人

間
と
し
て
、
女
性
と
し
て
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
を
解
い
た
生

き
た
人
生
論
的
心
理
学
謀
。

「
第
一
細
女
性
心
理
学
と
そ
の

体
系
」
「
第
二
編
生
き
が
い
の

女
性
心
理
」
「
第
三
編
成
熟
す

る
女
性
た
ち
」
「
第
胴
編
女
ら

し
さ
の
心
理
」
「
第
五
編
女
性

心
理
学
を
学
ぶ
た
め
に
」
と
分

か
れ
て
容
章
共
挫
蹴
な
具
体
例

を
あ
げ
て
あ
る
の
で
わ
か
り
や

す
い
。
女
性
だ
け
で
な
く
、
男

性
に
と
っ
て
も
女
性
を
理
解
す

る
た
め
の
必
読
書
と
い
え
よ

う
。
（
筆
者
は
神
戸
在
化
）

．､'，識騨
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か
け
つ
け
サ
イ
ン
会
。
藤
堂
明

保
さ
ん
の
文
字
解
き
を
書
で
あ

ら
わ
し
て
い
る
が
、
人
間
の
思

考
過
程
が
う
な
ず
け
て
、
漢
字

へ
の
興
味
が
増
す
。
力
の
書
を

め
ざ
す
望
月
さ
ん
の
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
る
展
覧

会
だ
っ
た
。

☆
ロ
ッ
ク
・
キ
チ

全
員
集
合
／
、

１
３４

ｎ
Ｐ
Ｍ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
お
な
じ
み
の
望
月
美
佐
さ
ん

が
神
戸
三
越
で
〃
女
へ
ん
の
普

道
展
″
を
六
月
十
九
日
か
ら
一

週
間
開
い
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
藤
本
義
一
を
は
じ
め
、
ダ

イ
ア
ナ
ち
ゃ
ん
な
ど
が
応
援
に

☆
三
越
で
望
月
美
佐

〃
女
へ
ん
″
展

あ
じ
さ
い
の
六
甲
山

神
戸
は
海
と
山
に
閉
ま
れ

た
美
し
い
町
だ
と
、
よ
く
い

わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
神
戸
の
山
と
い

う
の
は
六
甲
山
系
の
こ
と
で

あ
る
。
奥
六
甲
か
ら
須
磨
の

山
々
ま
で
連
ら
な
っ
て
い
る

六
甲
山
は
神
戸
っ
子
の
心
の

花時計

左
い
な
い
づ
く
め
か
ら
出
発
、

店
内
す
べ
て
手
製
の
も
の
ば
か

り
、
こ
こ
で
は
ミ
カ
ン
箱
も
立

派
な
イ
ス
に
早
が
わ
り
。
そ
ん

な
気
軽
な
ム
ー
ド
の
店
内
に
は

ジ
ー
パ
ン
ス
タ
イ
ル
の
若
者
が

ダ
ベ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
コ
ー
ラ
（
一
○
○
円
）
七
月

十
七
〃
Ｎ
・
Ｇ
〃
が
主
催
し
て
、

入
場
無
料
の
「
フ
リ
ー
ロ
ー
ド

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

金
星
台
で
開
か
れ
た
。

女へん展にかけつけた藤本義一

神
戸
花
隈
駐
車
場
の
す
ぐ
南

側
に
一
風
変
っ
た
喫
茶
店
が
六

月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
ロ
ッ
ク

フ
ー
ノ
ン
と
蒜
い
学
生
人
気
が
あ

る
。こ

こ
は
マ
ス
タ
ー
の
鳥
町
敏

和
君
（
二
十
一
才
学
生
）
通
称

ト
コ
チ
ャ
ン
が
、
自
分
も
含
め

た
若
い
連
中
が
気
楽
に
ダ
く
る

こ
と
が
で
き
る
店
を
神
戸
に
自

分
で
作
っ
て
や
ろ
う
と
決
心
、

ふ
る
さ
と
な
の
で
あ
る
。

神
戸
の
市
民
の
花
が
あ
じ

さ
い
に
き
ま
っ
た
の
も
、
六

甲
の
深
い
水
色
の
見
事
な
あ

じ
さ
い
が
心
に
残
っ
て
い
る

か
ら
、
神
戸
市
を
代
表
す
る

花
と
し
て
す
ん
な
り
と
決
っ

た
し
、
そ
の
花
を
市
民
は
心

か
ら
誇
り
に
思
っ
て
い
る
に

違
い
た
い
。

心
な
し
か
六
甲
山
の
あ
じ

さ
い
は
そ
の
株
を
増
や
し
た

よ
う
だ
し
、
そ
の
水
色
の
花

は
ま
す
ま
す
冴
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
六
叩
山
が
神

戸
っ
子
の
心
の
ふ
る
さ
と
な

れ
ば
肉
も
っ
と
大
切
に
し
て

☆
元
町
商
店
街
、
大
丸
前
中
央
会
、
ト

ア
ロ
ー
ド
商
店
街
の
メ
ン
バ
ー
四
十
九

名
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
旅
行
は
、

六
月
二
十
四
日
’
七
月
十
日
迄
、
欧
州

六
ケ
国
を
廻
っ
て
帰
国
。
只
今
、
お
み

や
げ
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

☆
神
戸
新
聞
論
説
委
員
の
竹
田
洋
太
郎

さ
ん
が
、
六
月
十
八
日
’
二
十
九
日
ま

で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
取
材
旅
行
。
ア
オ
ザ
イ

を
ま
と
う
女
の
子
の
美
し
さ
と
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
全
土
を
覆
う
日
本
製
品
の
氾
濫

に
、
勝
利
者
は
日
本
人
の
感
が
あ
っ
た

と
か
。

☆
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
「
サ
ン
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
Ｋ
Ｋ
」
の
東
京
オ
フ
ィ
ス
が
挺
生

東
京
都
港
区
西
聯
布
一
丁
目
一
五
ノ
凹

田
中
ピ
ル
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
３
（
４
０
２
）
１

２
１
７

☆
洋
画
の
松
岡
寛
一
さ
ん
が
第
一
回
ガ

ラ
ス
絵
展
を
諺
東
京
池
袋
三
越
六
階
美

術
工
芸
サ
ロ
ン
を
、
六
月
二
九
日
’
七

月
五
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
行
動
美
術
の
中
島
節
子
さ
ん
は
七
月

五
日
１
十
日
梅
田
画
廊
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
の
成
果
を
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

★
さ
ん
ち
か
ク
ウ
ン
の
風
月
堂
ル
ナ
・

ピ
ナ
コ
テ
ィ
カ
で
七
月
初
め
よ
り
新
谷

映
子
さ
ん
の
デ
ッ
サ
ン
展
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
三
カ
月
間
つ
づ
き
ま
す
の
で
、

お
立
寄
り
下
さ
い
。

★
津
高
和
一
画
伯
は
七
月
中
旬
よ
り
ブ

ラ
ジ
ル
個
展
開
催
の
た
め
出
発
。
二
カ

月
間
洲
在
の
予
定
で
す
。

☆
陳
舜
臣
さ
ん
の
ご
尊
父
陳
通
さ
ん
が

五
月
十
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
東
極
楽

寺
で
ご
葬
儀
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
が

満
中
陰
志
の
ご
供
養
の
し
る
し
を
、
神

戸
中
華
同
文
学
校
に
寄
胸
さ
れ
、
日
中

親
善
の
大
切
な
芽
を
育
て
た
い
と
い
う

故
人
の
遺
志
に
も
と
ず
い
た
と
い
う
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

ロックキチ』昌集れ／Ｎ､ Ｇ・へ

も
い
い
山
で
は
な
い
か
と
思

う
。
あ
じ
さ
い
が
市
民
の
花

と
決
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
も

っ
と
六
甲
に
親
し
ん
で
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

最
近
、
六
甲
の
山
に
も
い

ろ
い
ろ
建
物
が
増
え
て
い
く

が
、
こ
の
山
ば
か
り
は
建
物

を
建
て
使
う
人
が
六
甲
の
山

の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
さ
な
い

様
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

英
国
の
人
グ
ル
ー
ム
が
拓

い
た
山
。
年
中
札
幌
と
同
じ

気
温
の
山
。
あ
じ
さ
い
の
あ

る
六
甲
。
こ
の
山
を
神
戸
っ

子
の
心
の
ふ
る
さ
と
に
育
て

た
い
も
の
だ
。
（
Ｙ
）

病
○
国
因
弔
○
ｍ
目
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1３５

ゆったりと落ち着いたスペースで
新しい“味，，をご賞味ください。

壁鑑冒雪電i 蓉一琴＝＝塁三鼓群『_ ﾕ §: : 懸鍾ｉ■－１一一ー

~

負ルス手
神戸三富縦

電話・三の宮 ３５

瀞'F＝

おいしさ力雰
口いつ’まいに
ひろ力ざる……

本場の味
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昔
と
変
ら
ぬ
肉
の
脂
の
焼
け
る
匂
い
や
芳
ば
し
い
コ
オ
ヒ
ィ
の
匂

１

口
連
載
小
説
略

キ
、
Ⅱ
ノ
シ
タ
ン
の
菓

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

父
と
娘
（
１
）

あ
ら
す
じ
二
年
前
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
、
母
親
間
子
と
の
生
活
に
息
づ
ま
り

を
感
じ
、
米
国
系
海
迎
会
社
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
勤
必
に
出
る
こ
と
に
し
た
。
あ
る
夜

ボ
ス
の
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
と
と
も
に
訪
れ
た
願
成
寺
の
基
地
の
く
ら
が
り
で
村
亜
船
長
と
呼

ば
れ
る
老
人
に
会
い
、
佳
は
こ
の
老
人
の
部
屋
で
褐
色
に
色
を
か
え
た
若
い
頃
の
自
分

の
父
、
村
林
裕
作
の
写
真
を
発
見
す
る
。
動
転
し
た
佳
は
母
閲
子
か
ら
か
く
さ
れ
た
自

分
の
知
ら
な
い
秘
室
を
さ
ぐ
り
だ
そ
う
と
い
思
い
、
ひ
そ
か
に
剛
子
の
部
屋
に
し
の
び

こ
み
、
一
冊
の
古
い
ノ
ー
ト
を
見
出
す
。
そ
れ
は
故
由
佳
子
の
手
記
で
あ
っ
た
。

歌
声
な
ど
が
流
れ
て
き
そ
う
な
、

そ
の
日
、
海
は
陶
器
の
肌
の
よ
う
に
な
め
ら
か
に
光
っ
て
い
た

五
月
二
十
八
日
。
佳
の
事
務
机
が
あ
る
ピ
ル
の
開
け
放
っ
た
窓
辺

に
吹
く
風
に
は
、
夏
の
気
配
が
強
く
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

ビ
ル
の
八
階
の
窓
か
ら
見
下
す
港
市
の
オ
フ
ィ
ス
街
も
ま
た
、

早
や
ば
や
と
初
夏
の
色
に
塗
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
降
り
注
ぐ
陽

ざ
し
は
ま
ば
ゆ
さ
を
増
し
、
そ
の
陽
光
に
射
ら
れ
て
、
街
に
在
り

つ
づ
け
た
物
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
強
く
そ
の
存
在
を
主
張
し
は

じ
め
て
い
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
汚
れ
な
い
ビ
ル
の
壁
た
ち
は
、
空
を
映
す
銀
色
の

鏡
面
の
よ
う
に
輝
き
、
厚
み
を
増
し
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
街
路
樹
に

ふ
ち
ど
り
さ
れ
た
歩
道
も
ゆ
く
娘
た
ち
の
短
い
ス
カ
ー
ト
は
と
り

ど
り
の
原
色
で
、
そ
の
下
に
む
き
だ
し
に
さ
れ
て
い
る
ピ
ン
ク
色

の
長
い
ス
ネ
が
、
ピ
チ
ピ
チ
と
五
月
の
陽
光
を
は
ね
返
し
て
い

る
、
ビ
ル
の
入
口
に
か
か
げ
ら
れ
た
縞
模
様
の
、
お
お
い
の
風
に

は
た
め
く
さ
ま
が
、
硬
い
石
の
街
に
一
瞬
な
が
れ
る
牧
歌
を
感
じ

さ
せ
る
。

佳
は
、
仕
耶
に
身
が
入
ら
ぬ
ま
ま
に
、
手
に
し
た
書
類
か
ら
窓

外
に
広
が
る
見
慣
れ
た
風
最
へ
と
、
放
心
し
た
よ
う
な
視
線
を
そ

ら
せ
た
。

灰
色
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
走
る
車
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
玩
具

の
よ
う
に
小
さ
く
見
え
、
巨
視
的
な
視
線
で
あ
る
八
階
の
高
み
か

ら
見
降
ろ
す
と
、
人
も
車
も
、
同
じ
月
的
を
も
っ
て
動
き
ま
わ
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
い
っ
せ
い
に
止
っ
た
り
動
い
た
り
し
て
い

る
の
が
不
思
議
だ
。

そ
こ
に
は
、
い
た
っ
て
幾
何
学
的
に
、
セ
メ
ン
ト
と
石
の
街
と

し
て
急
速
に
近
代
化
さ
れ
て
ゆ
く
港
巾
の
一
角
で
あ
っ
た
が
、
白

亜
の
ビ
ル
と
ピ
ル
の
間
で
い
り
組
ん
で
い
る
露
路
う
ら
か
ら
は
、

い
、

感
じ
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
海
近
く
に
あ
る
街
で
あ
る
た
め
だ

ろ
う
か
。
事
実
、
車
の
排
気
音
や
靴
音
、
人
々
が
交
わ
し
あ
う
ビ

ジ
ネ
ス
用
語
な
ど
が
騒
音
と
な
っ
て
響
き
あ
う
歩
道
に
面
し
た
コ

オ
ヒ
イ
・
シ
ョ
ッ
プ
に
ひ
と
り
坐
り
こ
み
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、

か
す
か
で
は
あ
る
が
、
確
か

ほ
の
ぼ
の
の
と
し
た
暖
か
さ
が

燕
れ
近
く
た
る
と
女
た
ち
の
脂
粉
の
匂
い
や
哀
愁
に
み
ち
た

に
ひ
た
ひ
た
と
潮
騒
の
音
が
耳
を

’
3８
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っ
て
海
を
兄
張
っ
て
い
ろ
。

る
海
は
、
巾
し
ぶ
ん
な
く
脹
ら
ん
で
い
た
。
丸
い
海
は
、
左
半
分

を
紀
伊
半
島
の
頑
丈
な
腕
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
、
右
側
は
樹
木
に

お
お
わ
れ
た
淡
路
烏
に
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
空
と
海
の
境
い
で

山
並
み
の
頂
き
を
銀
色
に
光
ら
せ
て
い
る
半
島
と
、
緑
の
島
に
狭

め
ら
れ
た
紀
伊
水
道
の
水
平
線
上
に
、
小
さ
な
黒
点
と
し
て
佳
の

視
界
に
入
っ
て
く
る
船
形
た
ち
。
ど
の
船
も
す
べ
て
、
そ
の
一
点

む
き
に
波
を
切

り
進
ん
で
く
る

一
隻
の
は
船
が

あ
る
。
そ
う
だ
、

五
月
二
十
八
Ⅱ

１
．
き
ょ
う

の
夕
刻
、
村
林

裕
作
を
長
と
す

る
二
十
八
名
の

乗
組
員
に
よ
っ

て
操
ら
れ
る
大

地
タ
ン
カ
ー

『
瑞
幸
』
は
、

七
ヶ
月
近
い
航

海
を
終
え
て
、

神
戸
港
に
迷
っ

て
く
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
の

だ
。艶

や
か
に
光

る
海
は
、
巾
し

催
っ
て
く
る
。

か
ら
、
丸
く
な
だ
ら
か
に
傾
斜
す
る
海
面
を
肉
眼
で
は
そ
れ
と
わ

近
代
化
さ
れ
て
ゆ
く
神
戸
の
街
が
も
つ
暖
か
さ
と
情
緒
。
そ
か
ら
い
な
が
ら
、
確
実
な
迷
陛
で
す
べ
っ
て
き
、
港
に
姉
を
降
ろ

れ
は
港
市
が
柄
命
と
し
て
水
述
に
も
ち
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
し
休
且
す
る
の
だ
。

で
、
こ
の
街
か
ら
枇
界
の
港
に
旅
立
っ
た
航
海
青
た
ち
の
胸
に
橘
「
ヘ
ィ
、
ケ
イ
。
ミ
ス
テ
イ
ク
す
る
な
」

る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
を
、
常
に
せ
つ
な
く
か
き
た
て
る
の
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
海
に
兄
入
っ
て
い
る
佳
の
背
後
に
、
足
瀞
を
殺
し

い
ま
、
こ
の
母
を
る
港
市
に
む
け
て
、
い
や
、
そ
う
表
現
す
為
て
近
ず
い
た
ボ
ス
の
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
が
、
突
然
、
頓
狂
を
大
声
を
あ

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ピ
ル
の
窓
か
ら
、
仕
蛎
の
手
を
休
め
、
じ
っ
げ
、
佳
を
現
実
の
世
界
に
引
き
も
ど
し
た
。
が
、
推
り
か
え
り
兇

と
海
に
兄
入
っ
て
し
ま
う
膳
い
眼
、
惟
の
胸
を
め
が
け
て
、
ひ
た
上
げ
た
相
手
の
顔
は
、
決
し
て
不
機
嫌
そ
う
で
は
な
い
。

む
き
に
波
を
切

「
い
い
か
、
ケ
イ
。
ド
ン
ト
・
ミ
ス
テ
イ
ク

リ
進
ん
で
く
る

ノ
。
」

一
隻
の
は
船
が

つ
け
根
の
あ
た
り
に
も
金
色
の
毛
が
生
え
て

、
、
、
、
ぐ
う
い
る
人
産
脂
を
突
き
だ
し
、
椎
の
鼻
の
頭
を
突

あ
る
。
そ
う
だ
、

五
月
二
十
八
Ⅱ

つ
か
ん
ば
か
り
に
し
て
お
ど
け
る
ヒ
ギ
ン
ズ
氏

袋卑

守
、
一
・

Ｈ

る
の
だ
？
」

「
会
社
か
ら
の
通
達

る
」「

オ
ー
ケ
ー
。
き
よ

日
だ
」

と
坐

好いな－，につい

や
凸

る なを弓上司つ司る

’
3７

う
は
、
ユ
ウ
に
と
っ
て
肢
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な

わ
か
ら
な
い
。
仕
事
を
間
述
う
か
も
知
れ

い
。
し
か
し
、
間
通
わ
な
い
か
も
知
れ
な

Ｕ
き
ょ
う
の
わ
た
し
は
、
向
分
に
貢
任
な
ど

て
な
い
の
で
あ
る
。
ミ
ス
タ
・
ヒ
ギ
ン
ズ
」

わ
ざ
と
真
面
Ⅱ
く
さ
っ
た
表
怖
で
い
っ
て
や

と
、き

ょ
う
の
１
－
は
、
少
し
ク
レ
ィ
ジ
ィ
に
空
な

て
い
る
と
お
も
う
が
．
．
…
・
」

イ
ヤ
ァ
ノ
．
わ
た
し
も
そ
う
お
も
う
。
ミ
ス
タ

ギ
ン
ズ
」

そ
れ
で
は
ケ
イ
。
ユ
ウ
は
き
ょ
う
は
仕
事

す
る
な
。
も
し
間
違
う
と
、
ユ
ウ
だ
け
で
は

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ
る
多
く
が
迷
惑
す

。
だ
か
ら
、
デ
ス
ク
の
上
を
片
ず
け
、
じ
つ

っ
て
い
ろ
。
パ
パ
の
船
は
、
何
時
に
入
港
す

で
は
六
時
ま
で
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
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声
を
、
恋
人
の
帰
り
を
待
ち
こ
が
れ
る
若
い

娘
の
も
の
と
お
も
い
述
え
た
の
だ
ろ
う
。

た
ど
り
つ
く
そ
の
一
瞬

を
、
佳
は
見
落
と
す
か
も

知
れ
な
い
。
が
、
そ
れ
は

仕
方
が
た
い
。
と
も
か

く
、
そ
の
水
平
線
上
に
、

父
の
船
が
黒
い
点
と
ま
っ

て
、
遅
く
と
も
数
時
間
後

に
は
姿
を
現
わ
す
の
だ
。

佳
の
胸
は
、
五
月
の
海

と
同
じ
ほ
ど
に
、
い
き
い

き
と
脹
ら
ん
で
い
た
。

午
後
の
時
間
は
、
佳
に

と
っ
て
は
気
が
遠
く
た
る

ほ
ど
、
の
ろ
の
ろ
と
過
ぎ

た
。何

度
も
、
海
と
空
の
極

点
に
、
黒
い
粒
の
よ
う
な

姿
で
、
遠
く
か
ら
航
海
し

「
サ
ン
キ
ュ
・
サ
ア
ノ
．
」

例
の
通
り
、
ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う
な
目
を
音
が
す
る
ほ
ど
の
大
き

な
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
開
け
閉
め
す
る
ウ
イ
ン
ク
一
つ
を
残
し
、
ヒ
ギ

ン
ズ
氏
は
自
席
に
も
ど
っ
て
い
っ
た
。

オ
フ
・
コ
オ
ス
ー
錐
は
、
再
び
海
の
方
に
視
線
を
や
り
崖
が

ら
、
気
負
っ
た
気
持
で
っ
頚
や
く
。
ｌ
き
ょ
う
は
批
率
濠
ど
絶

対
に
し
な
い
の
だ
。
仕
事
を
し
な
い
で
パ
パ
が
い
ま
全
速
力
で
私

の
方
に
近
ず
い
て
く
る
、
そ
の
海
に
じ
っ
と
む
き
あ
っ
て
い
る
の

だ
Ｉ
、

あ
の
紀
伊
水
道
で
狭
め
ら
れ
た
水
平
線
上
の
極
点
に
父
の
船
が

て
き
た
船
た
ち
は
這
い
の

ぼ
っ
て
き
、
そ
れ
と
決
め

た
港
の
突
堤
へ
と
這
い
降
り
て
く
る
の
だ
っ
た
。

桂
は
、
そ
れ
ら
の
船
影
を
Ｈ
に
と
め
る
た
び
に
そ
わ
そ
わ
と

し
、
ポ
ー
ト
・
オ
フ
ィ
ス
に
遮
話
を
か
け
て
み
る
。

「
も
し
も
し
、
い
ま
入
っ
て
き
た
船
は
？
」

自力ＦⅡ

の
え
、
戸
口
に
突
っ
走
る
。
す
で
に
、
退
社

時
間
を
過
ぎ
た
オ
フ
ィ
ス
は
、
閑
散
と
し
て

§唾

知
っ
て
が
っ
か
り
す
る
佳
を
み
て
、

「
あ
ん
た
、
い
つ
の
間
に
港
湾
監
視
人
に
な
っ
た
ん
？
」

と
ひ
や
か
す
同
僚
の
言
葉
も
意
に
介
さ
な
い
。

が
、
西
に
傾
き
つ
く
し
た
陽
が
、
血
の
し
た
た
り
の
よ
う
な
真

紅
の
残
照
で
世
界
を
染
め
な
が
ら
沈
み
、
海
の
極
点
が
と
ば
り
の

よ
う
な
暮
れ
の
暗
色
で
か
く
さ
れ
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
性
が
待
ち

い
た
。
残
っ
て
い
る
従
業
員
の
黒
い
頭
の
む

こ
う
で
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
が
の
ん
び
り
と
パ
イ
プ
を
く
ゆ
ら
せ
て
い

た
が
、
催
の
あ
わ
た
だ
し
げ
な
様
子
を
み
と
め
る
と
、

「
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
（
う
ま
く
い
っ
た
か
）
？
ケ
イ
」

「
イ
ヤ
ア
ノ
．
」

に
待
っ
た
答
え
が
、
同
じ
ポ
ー
ト
・
オ
フ
ィ

返
っ
て
き
た
。

「
は
い
、
プ
レ
シ
デ
ン
ト
・
ロ
ポ
ス
で
す
。

聞
い
た
こ
と
も
な
い
大
統
領
の
名
を
船
名
に
し
た
異
国
の
船
と

催
は

、

港
に
入
っ
て
く
る
船
の
姿
を
か
く
し
て
し
ま

っ
て
い
た
の
だ
。

「
何
時
に
あ
が
っ
て
き
ま
か
？
」

「
検
疫
が
終
り
次
第
。
八
時
ご
ろ
か
な
…

ロ
．
。
」聯

務
員
は
一
言
業
の
語
尾
を
、
や
わ
ら
か
い

笑
い
の
気
配
で
と
か
し
た
。
た
ぶ
ん
、
佳
の

弓
ズ
ィ
コ
ウ
』
の
入
港
予
定
は
？
」

「
『
ズ
イ
コ
ウ
』
・
…
‐
・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。

あ
、
大
型
タ
ン
カ
ー
で
す
ね
。
そ
れ
た
ら
い

ま
入
り
ま
し
た
。
四
番
ヴ
ィ
に
投
錨
で
す
」

１
３８

１

佳
は
、
伽
り
あ
が
る

た
。す

で
に
あ
た
り
に
垂
れ
こ
め
た
藤
色
が
、

あ
わ
た
だ
し
く
州
り
仕
度
一
種
と
と

三
突
に
入
り
ま
す
」

よ
』
ワ
に
し
て
立
上
っ

ス
の
事
務
員
の
声
で

ＩｌｍＩ

騨糎蕊
雲当豊雲璽重重璽雲望望蕊寡言嵩
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＜８月号予告＞

灯
火
も
な
く
闇
の
中
に
立
ち
並
ぶ
倉
庫
の
間
を
抜
け
出
た
海

は
、
屍
の
よ
う
に
動
か
ぬ
姿
で
徒
の
眼
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
ポ

ー
ト
・
ラ
イ
ト
の
光
り
に
当
て
ら
れ
た
海
面
だ
け
が
、
泥
水
の
よ

う
に
汚
れ
た
肌
を
さ
ら
す
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
岸
碇
に
立
た
ず

み
、
横
ず
け
さ
れ
た
船
を
つ
な
ぎ
と
め
る
鋼
鉄
の
綱
に
手
を
か
け

た
。

威
勢
よ
く
答
え
る
佳
に
、

「
ハ
ッ
ハ
ア
。
ユ
ウ
は
ラ
ッ
キ
イ
・
ガ
ー
ル
だ
」

冗
談
を
と
ば
す
ユ
ギ
ン
ズ
氏
に
、
当
然
の
椛
利
を
龍
鵬
す
る
よ

う
に
佳
は
叫
び
か
け
た
。

「
明
日
は
休
日
だ
。
そ
の
次
の
日
も
、
た
ぶ
ん
わ
た
し
は
休
日
に

す
る
だ
ろ
う
」

「
イ
ヤ
ァ
、
ケ
イ
。
ネ
パ
ー
マ
イ
ン
（
桃
わ
左
い
）
。
今
夜
か
ら
ユ

ウ
の
イ
ー
ス
タ
ー
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
」

そ
う
だ
。
今
夜
か
ら
、
復
活
祭
だ
。
イ
ー
ス
タ
ー
・
ホ
リ
デ
イ

だ
。
佳
は
身
も
心
も
、
空
気
を
腹
一
杯
つ
め
こ
ん
で
脹
ら
む
ポ
ー

ル
の
よ
う
に
は
ず
ま
せ
通
り
へ
駆
け
だ
し
て
い
っ
た
。

岸
壁
へ
。
す
で
に
人
影
な
く
静
ま
り
返
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ラ

ン
チ
・
ポ
ー
ト
が
着
く
岸
壁
へ
。

す
で
に
、
陸
も
海
も
、
び
っ
し
り
と
夜
の
闇
に
お
お
わ
れ
て
い
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た
と
き
、
桂
は
そ
こ
に
、
海
の
大
き
な
脈
博
を
感
じ
た
。
潮
に
乗

っ
て
船
が
身
じ
ろ
ぐ
た
び
に
、
鋼
鉄
の
綱
は
肉
眼
で
は
そ
れ
と
わ

か
ら
ぬ
な
が
ら
、
緊
張
し
た
り
た
わ
ん
だ
り
の
連
動
を
つ
づ
け
て

い
る
の
だ
。

暗
い
海
一
杯
に
、
無
数
の
灯
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
灯
だ
け
で

存
在
を
主
張
す
る
夜
の
船
た
ち
は
、
遠
近
感
を
失
っ
て
い
る
。

が
、
た
ぶ
ん
そ
の
灯
た
ち
の
一
番
遠
く
、
沖
の
一
点
に
父
の
乗
る

に
船
『
瑞
幸
』
が
碇
泊
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

や
が
て
、
待
ち
つ
づ
け
る
稚
の
耳
に
、
ラ
ン
チ
ポ
ー
ト
の
エ
ン

ジ
ン
の
音
が
か
す
か
に
響
き
は
じ
め
た
。

ポ
ー
ト
は
こ
の
あ
た
り
に
錨
を
降
す
小
型
船
の
船
の
灯
を
縫
っ

て
近
ず
い
て
く
る
の
が
夜
月
に
う
か
が
え
、
エ
ン
ジ
の
音
は
次
第

に
響
き
を
高
め
て
ゆ
く
…
・
・
・
。

（
つ
づ
く
）

☆

☆

1３９
☆オール関西編集部
大阪市北区曽根姉上１丁目３０

八千代会館三階0 6 - 3 1 3 - 2 6 3 5 . 0 5 8 8
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ロロ

創訓腿 ﾔ 赫

震物の2 1』下
古い藷舗!〔諭仰セa ノズ

創訓腿 ﾔ 赫

震物の2 1』下
古い藷舗!〔諭仰セa ノズ
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）0 ２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）0 ２５６

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田龍甲店
，元町１丁目ＴＥＬ( ⑬６１９５
太田龍甲店
，元町１丁目ＴＥＬ( ⑬６１９５

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを. ノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑳７２９０

Ｍｒ･Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
スコッチ風の店舗
それがFunakjyaです

砿e 、士ｓｈｏｐ

開閉E : ﾖ雨
元町３ＴＥＬ〈3 2 ＞０３５６

1４０
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さんちかメンズタウンT E L ⑲O 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

Ｆ

劉
庶

1４１

額橡絵画。洋画材料
室内工芸品

高級紳士服専門店

神戸テーラー

営業時間
A､Ｍ､11 . 3 0～Ｐ.Ｍ､9. 0 0

三宮。大女北
トア。ロード
⑳1 3 0 9 . 6 2 3 4末積

禁
漁

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
束

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
顕
師
”
犯
〜
４

（
毎
週
水
暇
日
休
み
）

額

コンタクトレン
日郵§コンタクトレンズ漣会会貝

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市ﾖ 嘩合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際全鉱内ＴＥＬ（2 2 ）8 1 6 1 . （2 3 ）２５７０

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
韮
絢

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

イお

:農す
らし

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
タクトレンズ
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２
大
黒
正
宗

むや
さっ
しば
ｆり
んフ
かま
つい

社

悪
霊
》

で
ん
わ
・
認
’
三
七
七
一

認
’
○
六
三
四

記
’
○
六
三
五

3５６酔
全

だ
れ
も
が
選
ぶ

色･味｡香り
三つ揃った

灘の生一本
霧言酒
キンロ

1戸市東灘区魚崎町魚崎６
露う酉造株式会

酒
徒
な
れ
ば

安綿又匹 I 郎獅ｊ u 時雄

蝿
呼
の
出
｛
宗
本本：灘

1４２

清酒火黒典宗

おもちゃの駒Ｘヤ
ニ南方面7 てのお賀物陰｡ ｡ …･

参" 雛蛎蕪燕需驚
バンブウ病元町通１丁目不二家前噸０７６８
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ＤＲＩＮＫｌＮＧ

ア

びいぷる
生田区北長狭通３丁目５番地
ＴＥＬ3 9 - 5 8 4 8

ア
ロ

1４３

~L屋而~]十HiI'il；:|;豊曇一汁Ｈ

§やんどる

弓

「 虹

クラブ ＳＮＡＣＫ＆ＣＯＦＦＥＥ

ジャルダン
生田区中山手通1 丁目1 1 1
ＴＥＬ3 3 - 8 5 8 9

ＣＬＵＢシﾔ ﾙダﾝ ﾛ

凡曙喋
－１;｢--1』↑音締声司「

☆８月のトアロードは、小麦色に肌を焼き、色とりどりの夏のおしゃれ
をした買物客でにぎわう。このトアロードのクロス店を西に入り、一つ
目の角を南に下った所におめみえしたのが大変かわいらしいスナック
“びいぷる, ’だ。ドアを開けて中に入ると赤と白の配色を上手に生かし
たカラフルなインテリアが目にとびこんでくる。ソフトムードの明る
く、健康的な感じがうけて、毎日足をはこぶ女性も多い。また気さくで
快活厳マスター、黒崎さんは、ボーリングが大好きとあってか、ボーリ
ングフアンも多く押しかけるとか。大通りに面していたいので、静かに
落務いておしゃべりをしたり、食事をするにはもってこいの場所だ。
コーヒー1 0 0 円紅茶1 0 0 円ホットレモン1 5 0 円
カレーライス1 8 0 円スパケテイ1 8 0 円サンドウィッチ2 5 0 円
営業時間Ａ､ Ｍ、9 . 0 0 ～Ａ､ Ｍ２．００年中無休

★８月の神戸は太陽に始まり、神戸の夜は「ジャルダン」で憩いが始ま
る。三宮生田新道の大陸飯店を北に上がると左手、トントンと階段を昇
りつめるとクラブ「ジャルダン」の花園が待っている。
カウンターで粋なバーテンさんを相手にするもよし、ボックスで気楽
にグラスを傾けるもよし、またギターに合わせて歌うもよし、日頃のウ
サもふつきれる楽しい花園だ。きれいな花に囲まれて飲む酒も酔いを誘
う。
マスターの岩戸秀能さんことガンちゃんのキップの良さが店に反映し

て、さわやかなクラブとなっている。
神戸を訪れる人の多い昨今、さあこんなクラブが神戸にもあるのです
と気楽に誘い遮れてこれる安心な店だ。ガンちゃんと親しくなるほどに
店の良さが分るというから、得なマスターである。
午後６時から1 2 時まで．
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